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を「黄金のベンガル」 呼ばしめた稲やジュートの発育の源なのだが、それも多すぎ ば災いとな（参考文献①②） 。バングラデシュの水害は大きく二つに分けられる。ひとつはサイクロンで、ベンガル湾からバングラデシュを襲う。記憶に新しいサイクロンとしては二〇〇七年のシドルが挙げられる（参考文献③） 。死者・行方不明者が四〇 人以上、被災者は九〇〇万人以上に達した。サイクロン







年の間、調査のため、年に二回程度、バングラデシュ北西部のロンプール管区を訪れた。ロンプール管区のなかでも、ガイバンダ県クリグラム県 ラルモニルハット県は、インドのアッサム州、メガラヤ州から流れ入る大河川ブ フマプトラ川（バ グラデシュでジョムナ川と呼ばれる）や その支流のティスタ によって、流域の土壌浸食が激しい。この地は、ベンガル湾から五〇〇キロの距離にあり、ブータンやネパール国境まで二〇〇キロの近さなので、冬
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崩れた川岸を新しい船着き場にして救援米を運び入れる
（クリグラム県、2012年筆者撮影）
降雨により亀裂が入り、今にも崩れそうな川岸
（ラルモニルハット県、2010年筆者撮影）
